
房総双葉学園後援会 総会
２０１９年０６月０９日（日）１３：００～１４：００

房総双葉学園 地域交流ホール
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本日のアジェンダ
1. 施設長挨拶

2. 後援会会長挨拶

3. 後援会新任役員挨拶

4. 平成３０年度事業報告

5. 令和元年度事業計画（案）

6. 平成３０年度決算・監査報告

7. 令和元年度予算（案）

8. 質疑応答
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1. 施設長 挨拶

児童養護施設 房総双葉学園

施設長 柴田 敬道
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2. 後援会会長 挨拶

房総双葉学園後援会

会長 松田 浩志

（ホテル メイプルイン幕張 代表取締役）
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3-a. 後援会新任役員挨拶

退任（任期満了） 役員 上野 真希子

退任（任期満了） 役員 村山 あい子

新任 役員 越前 愛美

新任 役員 加藤 弓子
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3-b. 後援会役員

会長 松田 浩志

副会長 続谷 千絵

会計 犬伏 謙介

役員 永田 貢子

役員 増田 京子

役員 越前 愛美

役員 加藤 弓子
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事務局 野中 弘実

事務局 野村 恵美

監査 佐々木 由香里



4-a. 平成３０年度後援会活動【目的・目標】
後援会活動の目的：

集まった寄付金の公正かつ効果的な使い方に関する情報収集、議論

継続的、発展的な寄付金収集

平成３０年度の目標：

前年度までに確立した事業の確実な遂行

卒園生、在園生、施設職員との交流を通じ更なるニーズを発掘

新事業、運営形態について検討、次年度以降の提案につなげる

年間目標寄付額： １００万円
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4-b. 平成３０年度事業報告
【総会】

第３回総会 平成３０年６月３日（日）：出席１４名、委任状３２名
H29事業報告、H30事業計画

H29スタート応援基金の報告、H30事業計画（1名対象）

規約（目的部分）変更承認：援助対象の拡大（在園生、退園生を含む）
卒園生・在園生・退園生が安定した社会生活を送るために必要な援助

既存事業変更承認：成人式お祝い金（一律２万円→３万円）

新規事業承認：臨時給付金（必要時、施設長からの依頼、予算５０万円）

後援会会員（希望者）と在園高校生とのランチ会

H29卒園生体験談を聴く会DVD鑑賞（後援会希望者対象）
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4-b. 平成３０年度事業報告
【役員会】

第１回役員会 平成３０年８月９日（木）
交流会、総会の振り返り、スタート応援基金対象について、学園祭後援会ブース出展の検討

第２回役員会 平成３０年９月１９日（水）
スタート応援基金担当決定、学園祭ブース出展準備、HP修正、臨時給付金対象者について

第３回役員会 平成３０年１１月１４日（水）
スタート応援基金対象者への説明・担当役員顔合わせ、学園祭後援会ブース出展準備

第４回役員会 平成３１年１月２７日（日）
スタート応援基金対象者進捗確認、卒園生体験談を聴く会、ランチ会

第５回役員会 平成３１年３月２０日（水）
卒園生体験談を聴く会報告、スタート応援基金報告、臨時給付金申請、次年度活動の柱立て

第６回役員会 令和元年５月１５日（水）
交流会・総会について、令和元年度後援会活動、予算案、総会提案事項について
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4-b.平成３０年度事業報告
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【スタート応援基金】
平成３０年度末に卒園する者

（卒園後入学した学校を卒業し社会に巣立つ者

・・３０年度は該当者なし）

平成３０年度対象者 １名

会長より概要説明、担当役員と面談（11月14日）

申請（3月11日） 住居がなかなか決まらず、申請に時間かかる

面接・支給（3月11日）
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C・Ｋさん

２０１９年 ３月 市川大野高等学園 卒業
２０１９年 ４月 東京ベイヒルトン株式会社 就職

グループホームでの生活に
必要なものを購入したい。

・寝具一式
（ベッド、カバー、羽毛布団他）
・カーテン、物干し

総計 65,654円

うち 60,000円を
スタート応援基金より支給

ホテルの仕事、今は
玄関でお客様をお迎
えする係です・・・





4-b.平成３０年度事業報告
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【臨時給付金】

２９年度スタートした緊急時給付金を臨時給付金として拡大

支援ニーズがケース毎多様であり、柔軟な対応が必要とされる

施設長が対象者と金額を決める（年間予算：上限５０万円）

一人１回までの利用制限

スタート応援基金６万円では足りない場合等にも活用
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Ｎ・Ａさん

２０１６年４月～２０１８年１２月 東京の旅行会社でバスガイドとして勤務
２０１８年１２月 退職
２０１９年４月～ 千葉女子専門学校入学 （ハローワーク職業訓練生）

保育士になる夢を叶えたい・・・

柴田園長と松田会長で話し合い

１５万支給（臨時給付金第１号）

通常の学費とは別にかかる
学校の諸費用相当分
（実習代、体操服、上履き等々）



4-b. 平成３０年度事業報告
【交流会】

第２回交流会 平成３０年６月３日（日）：３０名参加、内児童６名
目的：後援会役員、児童（高校生）、職員の交流を深める

軽食作りは、役員、高校生、職員で協力

ランチ会には、後援会会員にもご参加いただく

1月に行われた卒園生体験談のDVDを上映

軽食を食べながら談笑する場面

大変良い交流の機会とのお声を頂く
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4-b. 平成３０年度事業報告
【学園祭に後援会ブース出展】

平成３０年１１月２３日（日）： ２８２名の来場
目的：地域の方をはじめ、在園生、職員に

 後援会を知っていただく

バルーンアート、千本釣りのブースを出展

地域の方々への認知訴求

 （景品と一緒に情報ティッシュを配布）

在園生や卒園生との交流
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17

ティッシュペーパーに
入れて配布しました・・・



4-b. 平成３０年度事業報告

【成人式お祝い金】
平成30年度対象者：２名

一律３万円

学園、後援会との継続的なつながり強化

他にお祝いをくれる人が少ない中、

嬉しかったとの声

●高校時代に家庭復帰した同学年の退園生が

成人式の日に顔を出すが、その子には渡せず

→対象について再考の必要性
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4-b. 平成３０年度事業報告
【卒園生の体験談を聴く会】

平成３１年１月２７日（日）：卒園生4名、来場63名
卒園生の体験を地域・支援者に知ってもらう

卒園生の体験を在園生の未来に活かす

卒園生の体験を後援会活動に活かす

卒園生のアピールの場

卒園生同士の集いの場

学園、後援会との継続的つながり強化

体験談を聞いて５名の方に入会頂く
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4-b. 平成３０年度事業報告

【後援会だより】

房総双葉学園後援会だよりNo.１１発行 平成３０年７月１日
400部発送（学園だよりとともに発送）

房総双葉学園後援会だよりNo.１２発行 平成３１年１月１日
500部発送（学園だよりとともに発送）

【寄付者に対するフォローアップ】

サンキューレターの発送：６２枚

20



5-a. 令和元年度後援会活動【目的・目標】
後援会活動の目的：

集まった寄付金の公正かつ効果的な使い方に関する情報収集、議論

継続的、発展的な寄付金収集

令和元年度の目標：

前年度までに確立した事業の確実な遂行

卒園生、在園生、施設職員との交流を通じ更なるニーズを発掘

新事業、運営形態について検討、次年度以降の提案につなげる

年間目標寄付額： １００万円
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【交流会】

第３回交流会 令和元年６月９日（日）１０：００～
調理：後援会役員、児童（高校生）、職員の交流を深める
卒園生体験談を聴く会DVD鑑賞（高校生、中学生、職員）
食事交流会：地域・支援者を含めた交流を促進

【総会】

第４回総会 令和元年６月９（日）１３：００～
平成３０年度事業報告、決算報告、監査報告について
令和元年度事業計画（案）等について
卒園生体験談を聴く会DVD鑑賞（後援会希望者対象）
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5-b. 令和元年度事業計画（案）



【役員会】

基本的に奇数月第３水曜日19:00～ （次回は７月１７日開催予定）

１１月は学園祭当日と準備日の併せて２回開催

１月は卒園生体験談を聞く会と同日の１月２６日（日）開催

【後援会だより】

房総双葉学園後援会だよりNo.13発行 令和元年７月

房総双葉学園後援会だよりNo.14発行 令和２年１月

【寄付者に対するフォローアップ】

サンキューレターの発送、電話でのお礼、実際に出向いてお礼
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5-b. 令和元年度事業計画（案）



【スタート応援基金】

令和元年対象者：４名（高校卒業予定者）

予算額：一人当たり６万円（平成３０年度同額）

児童の自主性、計画性を養うため、担当役員配置、申請、面接制とする

【臨時給付金】

施設長が対象者と金額を決める（年間予算上限５０万円、平成３０年度同額）

一人１回までの利用制限

スタート応援基金６万円では足りない場合等にも活用

支援ニーズがケース毎多様であり、柔軟な対応が必要とされる
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5-b. 令和元年度事業計画（案）



【成人式お祝い金】

対象者：１８歳で卒園を迎えた児童だけでなく、退園生も一部含む

対象退園生：中学校卒業時に在籍し、成人式同窓会ついでに来園した場合

全員一生に一度（成人式にお祝金を渡すことで、連絡が取れるメリット有り）

実際に周囲からお祝いをもらえない環境の方が多い

予算額：対象者一人当たり３万円（平成３０年度同額）

令和元年度対象者：２名
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5-b. 令和元年度事業計画（案）



【退園生応援カード】

園で長年生活してきた児童が家庭復帰（年々増加傾向）する際に餞別が渡せない現状

後援会の連絡先が記されたオリジナル図書カード3,000円を渡す

対象：中学生以上の退園生

【冠婚葬祭】

冠婚葬祭や出産で来園した児童に対し、職員が個人として対応している

お金が必要となる人生の節目に周囲からお祝い、香典等をもらえない環境の方が多い

結婚（来園者に限り、一度のみ、一律10,000円）

出産（来園者に限り、出産のたび、一律10,000円）

香典（来園者に限り、上限10,000円、亡くなった方との関係性により施設長が金額決定）
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5-b. 令和元年度事業計画（案）



【卒園生との交流事業費】

卒園後の交流行事・家族連れの来園時の食事代等職員が個人対応の現状

サッカー・フットサル大会（年３回位 遠くから参加の卒園生４～５人）

終了後例えば焼肉食べ放題等で慰労交流 4,000円×5人×3回 計6万

家族連れの帰園（実家として お盆 学園祭 正月） 計3万くらい

個別の卒園生訪問 来所 同行等

食生活が貧しい卒園生と食事を共にする機会多い 2,000円×20回 計4万

年間 上限15万として予算化 卒園生・退園生分のみ対象 職員による申請制
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5-b. 令和元年度事業計画（案）
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5-b. 令和元年度事業計画（案）

【For Your Dream事業】
「スタート応援基金」 使い道を自分で考え、自分で申請することが目的

卒園までの限られた期間で慣れない自分での申請ができないという現実

後援会の目的「安定した社会生活を送るために」支援対象を「卒園生」だけ

でなく、「退園生」「在園生」まで含めるように規約改正（昨年の総会で）

在園生に何ができるのか 在園中から後援会の存在を感じてもらうチャンス

対象 中学生 自分のやりたいことをプレゼン その中から選抜

在園中に1度 実現できるように配慮

自分でやりたいことに気付いてやり抜く達成感 自己肯定感 （参照「晴香園だより」）

年間4人実施として 5万×4人 20万を予算化（年間上限20万）

今後内容をもう少し詰めて 冬以降に実施予定



5-b. 令和元年度年間スケジュール
６月： 第３回交流会、第４回総会

７月： 役員会、後援会だより発行

９月： 役員会、スタート応援基金説明会

１１月： 学園祭参加、役員会、スタート応援基金申請受付

１２月： スタート応援基金書類審査、面接開始

１月： 卒園生体験談を聴く会、成人式お祝い金給付

役員会、後援会だより発行

３月： 役員会、監査
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6.平成３０年度決算・監査報告

別紙資料をご参照下さい
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7.令和元年度予算（案）

別紙資料をご参照下さい
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8. 質疑応答
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